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Ⅱ 通信制課程入学者選抜実施要項  

 
 

１ 募 集 

(1) 通信制課程設置高等学校 

学 校 名 所 在 地 郵 便 番 号 電話番号 

北 星 高 等 学 校 四日市市大字茂福字横座668-1 510-8027 059-363-8111 

松 阪 高 等 学 校 松阪市垣鼻町1664 515-8577 0598-26-7522 

 

(2) 応募資格 

三重県内に居住し、次のア、イ、ウのいずれかに該当する者とする。ただし、高等学校等に在

籍している者を除く。 

ア 学校教育法第１条に規定する中学校もしくは特別支援学校の中学部もしくは義務教育学校を

卒業した者又は令和２年３月卒業見込みの者 

イ 学校教育法第１条に規定する中等教育学校の前期課程を修了した者又は令和２年３月修了見

込みの者 

（以下、中学校、特別支援学校の中学部、義務教育学校の後期課程及び中等教育学校の前期課程

を総称して「中学校等」という。） 

ウ 学校教育法施行規則（昭和２２年５月文部省令第１１号）第９５条各号の一に該当する者 

 

(3) 入学定員 

学   校   名 学科名 入 学 定 員 

北 星 高 等 学 校 普通科 ２４０ （秋期入学者選抜） ６０ 

松 阪 高 等 学 校 普通科 ２００ 

  ※ 北星高等学校の入学定員300人のうち、60人は秋期入学者選抜とする。 

 

(4) 募集方法 

ア  応募手続 

次の書類を通信制課程を設置する志願先高等学校長に提出し、受検票を受け取る。 

(ｱ) 入学願書（様式１）、受検票（様式３） 

（ただし、収入証紙納付書（様式２）は切り離さず、空欄のままにする。） 

(ｲ) 出身中学校等の校長からの調査書（様式４）  

（ただし、平成２６年３月以前の中学校等卒業者については、卒業証明書をもってこれに

代える。） 

(ｳ) 自己推薦書（様式１７）（前期選抜のみ） 

(ｴ) 前期選抜入学確約書（様式２２）（前期選抜のみ） 

なお、既に中学校等を卒業した志願者については、出身中学校等の校長の押印を必要とし

ない。 

イ  その他 

(ｱ) 入学願書及び調査書の所定用紙は、志願する通信制課程設置高等学校に請求する。 

(ｲ) 入学選抜手数料及び入学料は不要である。 

 

 

２ 前期選抜 

(1) 実施する高等学校及び募集枠 

三重県立北星高等学校で実施し、募集枠は入学定員の２０％とする。 
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(2) 入学願書等の受付期間及び受付時間 

受  付  期  間 受  付  時  間 

１月２７日（月）から１月３０日（木）まで 
１３時から２０時まで 

（締切日は１３時から１７時までとする。）

   （備考） 郵送の場合は、受付締切期限までに必着のこと。 

 

(3) 検 査 

ア 検査内容    「自己表現」 

イ 日時及び会場 

(ｱ) 日  時    令和２年２月６日（木）９時から 

(ｲ) 会  場    三重県立北星高等学校 

 

(4) 追検査 

ア 追検査を受けられる者 

前期選抜に志願する者のうち、検査の当日、病気等やむを得ない理由によってその一部又は

すべての検査を受けられなかった者で、追検査を希望する者。 

イ 受検の手続 

令和２年２月６日（木）１７時までに北星高等学校長にその旨を申し出るとともに、前期選

抜追検査受検願書（様式１０）に必要事項を記入のうえ、追検査受検の理由を証明する書類

（医師の診断書等）及び受検票を添えて、北星高等学校長に提出する。 

ウ 日時及び会場 

(ｱ) 日  時   令和２年２月１２日（水）９時から 

(ｲ) 会   場   三重県立北星高等学校 

 

(5) 選 抜 

ア 選抜方法 

出身中学校等の校長から送付された調査書及び「自己表現」の結果に基づいて選抜を行う。 

イ 合格内定者の決定 

合格内定者は、合否判定会議の審議に基づき、北星高等学校長が決定する。 

 

(6) 合格内定の通知 

令和２年２月１４日（金）までに北星高等学校長から合格内定者に通知する。 

ただし、出身中学校等の校長を通じて出願した者については、Ⅰ・第２の「 ６ 合格内定の

通知」に準じて行う。 

 

(7) 合格者の発表 

合格内定者については、令和２年３月１７日（火）までに北星高等学校長から合格者に通知す

る。 

 

 

３ 後期選抜 

(1) 後期選抜を実施する高等学校の学科等 

後期選抜を実施する高等学校の学科等は別表１に示すとおりとする。 

  後期選抜の募集人数は、令和２年２月１４日(金)１６時に発表する。 

 

 

 

 

 

 

－31－



通
信
制
課
程

 

Ⅱ 通信制課程入学者選抜実施要項  

 
 

１ 募 集 

(1) 通信制課程設置高等学校 

学 校 名 所 在 地 郵 便 番 号 電話番号 

北 星 高 等 学 校 四日市市大字茂福字横座668-1 510-8027 059-363-8111 

松 阪 高 等 学 校 松阪市垣鼻町1664 515-8577 0598-26-7522 

 

(2) 応募資格 

三重県内に居住し、次のア、イ、ウのいずれかに該当する者とする。ただし、高等学校等に在

籍している者を除く。 

ア 学校教育法第１条に規定する中学校もしくは特別支援学校の中学部もしくは義務教育学校を

卒業した者又は令和２年３月卒業見込みの者 

イ 学校教育法第１条に規定する中等教育学校の前期課程を修了した者又は令和２年３月修了見

込みの者 

（以下、中学校、特別支援学校の中学部、義務教育学校の後期課程及び中等教育学校の前期課程

を総称して「中学校等」という。） 

ウ 学校教育法施行規則（昭和２２年５月文部省令第１１号）第９５条各号の一に該当する者 

 

(3) 入学定員 

学   校   名 学科名 入 学 定 員 

北 星 高 等 学 校 普通科 ２４０ （秋期入学者選抜） ６０ 

松 阪 高 等 学 校 普通科 ２００ 

  ※ 北星高等学校の入学定員300人のうち、60人は秋期入学者選抜とする。 

 

(4) 募集方法 

ア  応募手続 

次の書類を通信制課程を設置する志願先高等学校長に提出し、受検票を受け取る。 

(ｱ) 入学願書（様式１）、受検票（様式３） 

（ただし、収入証紙納付書（様式２）は切り離さず、空欄のままにする。） 

(ｲ) 出身中学校等の校長からの調査書（様式４）  

（ただし、平成２６年３月以前の中学校等卒業者については、卒業証明書をもってこれに

代える。） 

(ｳ) 自己推薦書（様式１７）（前期選抜のみ） 

(ｴ) 前期選抜入学確約書（様式２２）（前期選抜のみ） 

なお、既に中学校等を卒業した志願者については、出身中学校等の校長の押印を必要とし

ない。 

イ  その他 

(ｱ) 入学願書及び調査書の所定用紙は、志願する通信制課程設置高等学校に請求する。 

(ｲ) 入学選抜手数料及び入学料は不要である。 

 

 

２ 前期選抜 

(1) 実施する高等学校及び募集枠 

三重県立北星高等学校で実施し、募集枠は入学定員の２０％とする。 
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(2) 入学願書等の受付期間及び受付時間 

受  付  期  間 受  付  時  間 

１月２７日（月）から１月３０日（木）まで 
１３時から２０時まで 

（締切日は１３時から１７時までとする。）

   （備考） 郵送の場合は、受付締切期限までに必着のこと。 

 

(3) 検 査 

ア 検査内容    「自己表現」 

イ 日時及び会場 

(ｱ) 日  時    令和２年２月６日（木）９時から 

(ｲ) 会  場    三重県立北星高等学校 

 

(4) 追検査 

ア 追検査を受けられる者 

前期選抜に志願する者のうち、検査の当日、病気等やむを得ない理由によってその一部又は

すべての検査を受けられなかった者で、追検査を希望する者。 

イ 受検の手続 

令和２年２月６日（木）１７時までに北星高等学校長にその旨を申し出るとともに、前期選

抜追検査受検願書（様式１０）に必要事項を記入のうえ、追検査受検の理由を証明する書類

（医師の診断書等）及び受検票を添えて、北星高等学校長に提出する。 

ウ 日時及び会場 

(ｱ) 日  時   令和２年２月１２日（水）９時から 

(ｲ) 会   場   三重県立北星高等学校 

 

(5) 選 抜 

ア 選抜方法 

出身中学校等の校長から送付された調査書及び「自己表現」の結果に基づいて選抜を行う。 

イ 合格内定者の決定 

合格内定者は、合否判定会議の審議に基づき、北星高等学校長が決定する。 

 

(6) 合格内定の通知 

令和２年２月１４日（金）までに北星高等学校長から合格内定者に通知する。 

ただし、出身中学校等の校長を通じて出願した者については、Ⅰ・第２の「 ６ 合格内定の

通知」に準じて行う。 

 

(7) 合格者の発表 

合格内定者については、令和２年３月１７日（火）までに北星高等学校長から合格者に通知す

る。 

 

 

３ 後期選抜 

(1) 後期選抜を実施する高等学校の学科等 

後期選抜を実施する高等学校の学科等は別表１に示すとおりとする。 

  後期選抜の募集人数は、令和２年２月１４日(金)１６時に発表する。 

 

 

 

 

 

 

－31－



通
信
制
課
程

 

(2) 入学願書等の受付期間及び受付時間 

受  付  期  間 受  付  時  間 

２月２１日（金）から２月２６日（水）まで 

（土曜日、日曜日及び祝日は除く。） 

９時から１６時まで 

（締切日は９時から１２時までとする。） 

   （備考） 郵送の場合は、受付締切期限までに必着のこと。 

 

(3) 志願高等学校等の変更 

入学願書等受付締切後、志願した高等学校又は課程、学科・コースの変更を希望する者は、志

願変更受付期間内において、１回に限り変更することができる。 

なお、志願者は、第１志望の変更と関係なく、第２志望も同様に１回に限り変更することがで

きる。ただし、第１志望及び第２志望ともに変更する場合は、同時に変更しなければならない。 

ア 変更手続 

Ⅰ・第３・１・(4)の「ア 変更手続」による。 

※ 志願する課程を変更する場合は、提出済の収入証紙納付書に必要事項を記入するととも

に、入学者選抜手数料（通信制課程から全日制課程への変更は2,200円、通信制課程から

定時制課程への変更は950円）の三重県収入証紙を貼付する。 

イ 志願変更の受付期間及び受付時間 

区 分 受  付  期  間 受  付  時  間 

通信制 ３月３日（火）から３月４日（水）まで ９時から１６時まで 

（備考） 郵送の場合は、受付締切期限までに必着のこと。 

 

(4) 検 査 

ア 検査内容    面接及び作文 

イ 日時及び会場 

(ｱ) 日  時    令和２年３月１０日（火）９時から 

(ｲ) 会  場    志願先高等学校 

 

(5) 選 抜 

ア 選抜方法 

出身中学校等の校長から送付された調査書、面接及び作文の結果に基づいて選抜を行う。 

イ 合格者の決定 

合格者は、合否判定会議の審議に基づき、各高等学校長が決定する。 

 

(6) 合格者の発表 

令和２年３月１７日（火）までに志願先高等学校長から合格者に通知する。 

 

(7) 追検査 

ア 追検査を受けられる者 

後期選抜に志願する者のうち、検査の当日、病気等やむを得ない理由によってその一部又は

すべての検査を受けられなかった者で、追検査を希望する者。 

イ 受検の手続 

令和２年３月１０日（火）１５時までに志願先高等学校長にその旨を申し出るとともに、令

和２年３月１８日（水）から３月１９日（木）１２時まで（祝日は除く。）に後期選抜追検査

受検願書（様式１０）に必要事項を記入のうえ、追検査受検の理由を証明する書類（医師の診

断書等）及び受検票を添えて、志願先高等学校長に提出する。 

ウ 日時及び会場 

(ｱ) 日  時    令和２年３月２３日（月）９時から 

(ｲ) 会   場    志願先高等学校 
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エ 選 抜 

選抜方法及び合格者の決定については、後期選抜と同様とする。 

オ 合格者の発表 

令和２年３月２５日（水）までに志願先高等学校長から合格者に通知する。 

 

 

４ 再募集 

合格者が入学定員に満たないときは、再募集を行う。 
(1) 募集定員 

   再募集を行う高等学校の学科及びその募集定員は、令和２年３月１７日（火）１６時に公告す

る。 

 

(2) 入学願書等の受付期間及び受付時間 

受  付  期  間 受  付  時  間 

３月２５日（水）から３月３１日（火）まで 

（土曜日及び日曜日は除く。） 

９時から１６時まで 

（締切日は９時から１２時までとする。） 

   （備考） 郵送の場合は、受付締切期限までに必着のこと。 

 

(3) 検 査 

ア 検査内容 

後期選抜と同じ検査内容で実施する。 

イ 日時及び会場 

(ｱ) 日  時    令和２年４月２日（木）９時から 

(ｲ) 会  場    志願先高等学校 

 

(4) 選 抜 

選抜方法及び合格者の決定については、後期選抜と同様とする。 

 

(5) 合格者の発表 

令和２年４月８日（水）までに志願先高等学校長から合格者に通知する。 

なお、入学定員に満たない場合でも、追加して募集は行わない。 

ただし、秋期入学者選抜は、「Ⅲ 秋期入学者選抜実施要項」（Ｐ.３４～３６）のとおり行

うものとする。 

 

 

５ その他 

(1) 第７・１・(2)に係る外国人生徒等の入学志願者の選抜に当たっては、事情を十分配慮しうえ

で合否を決定する。 

 

(2) 中学校卒業者と同等以上の学力があると認められる者の取扱い 

学校教育法施行規則第９５条第５号の適用を受けようとする者が入学願書を提出したときは、

志願先高等学校において仮受付を行い、志願先高等学校長が中学校卒業者と同等以上の学力があ

ると認定した場合、正式に入学願書の受付を行い、入学者選抜の対象とする。 
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(2) 入学願書等の受付期間及び受付時間 

受  付  期  間 受  付  時  間 

２月２１日（金）から２月２６日（水）まで 

（土曜日、日曜日及び祝日は除く。） 

９時から１６時まで 

（締切日は９時から１２時までとする。） 

   （備考） 郵送の場合は、受付締切期限までに必着のこと。 

 

(3) 志願高等学校等の変更 

入学願書等受付締切後、志願した高等学校又は課程、学科・コースの変更を希望する者は、志

願変更受付期間内において、１回に限り変更することができる。 

なお、志願者は、第１志望の変更と関係なく、第２志望も同様に１回に限り変更することがで

きる。ただし、第１志望及び第２志望ともに変更する場合は、同時に変更しなければならない。 

ア 変更手続 

Ⅰ・第３・１・(4)の「ア 変更手続」による。 

※ 志願する課程を変更する場合は、提出済の収入証紙納付書に必要事項を記入するととも

に、入学者選抜手数料（通信制課程から全日制課程への変更は2,200円、通信制課程から

定時制課程への変更は950円）の三重県収入証紙を貼付する。 

イ 志願変更の受付期間及び受付時間 

区 分 受  付  期  間 受  付  時  間 

通信制 ３月３日（火）から３月４日（水）まで ９時から１６時まで 

（備考） 郵送の場合は、受付締切期限までに必着のこと。 

 

(4) 検 査 

ア 検査内容    面接及び作文 

イ 日時及び会場 

(ｱ) 日  時    令和２年３月１０日（火）９時から 

(ｲ) 会  場    志願先高等学校 

 

(5) 選 抜 

ア 選抜方法 

出身中学校等の校長から送付された調査書、面接及び作文の結果に基づいて選抜を行う。 

イ 合格者の決定 

合格者は、合否判定会議の審議に基づき、各高等学校長が決定する。 

 

(6) 合格者の発表 

令和２年３月１７日（火）までに志願先高等学校長から合格者に通知する。 

 

(7) 追検査 

ア 追検査を受けられる者 

後期選抜に志願する者のうち、検査の当日、病気等やむを得ない理由によってその一部又は

すべての検査を受けられなかった者で、追検査を希望する者。 

イ 受検の手続 

令和２年３月１０日（火）１５時までに志願先高等学校長にその旨を申し出るとともに、令

和２年３月１８日（水）から３月１９日（木）１２時まで（祝日は除く。）に後期選抜追検査

受検願書（様式１０）に必要事項を記入のうえ、追検査受検の理由を証明する書類（医師の診

断書等）及び受検票を添えて、志願先高等学校長に提出する。 

ウ 日時及び会場 

(ｱ) 日  時    令和２年３月２３日（月）９時から 

(ｲ) 会   場    志願先高等学校 
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エ 選 抜 

選抜方法及び合格者の決定については、後期選抜と同様とする。 

オ 合格者の発表 

令和２年３月２５日（水）までに志願先高等学校長から合格者に通知する。 

 

 

４ 再募集 

合格者が入学定員に満たないときは、再募集を行う。 
(1) 募集定員 

   再募集を行う高等学校の学科及びその募集定員は、令和２年３月１７日（火）１６時に公告す

る。 

 

(2) 入学願書等の受付期間及び受付時間 

受  付  期  間 受  付  時  間 

３月２５日（水）から３月３１日（火）まで 

（土曜日及び日曜日は除く。） 

９時から１６時まで 

（締切日は９時から１２時までとする。） 

   （備考） 郵送の場合は、受付締切期限までに必着のこと。 

 

(3) 検 査 

ア 検査内容 

後期選抜と同じ検査内容で実施する。 

イ 日時及び会場 

(ｱ) 日  時    令和２年４月２日（木）９時から 

(ｲ) 会  場    志願先高等学校 

 

(4) 選 抜 

選抜方法及び合格者の決定については、後期選抜と同様とする。 

 

(5) 合格者の発表 

令和２年４月８日（水）までに志願先高等学校長から合格者に通知する。 

なお、入学定員に満たない場合でも、追加して募集は行わない。 

ただし、秋期入学者選抜は、「Ⅲ 秋期入学者選抜実施要項」（Ｐ.３４～３６）のとおり行

うものとする。 

 

 

５ その他 

(1) 第７・１・(2)に係る外国人生徒等の入学志願者の選抜に当たっては、事情を十分配慮しうえ

で合否を決定する。 

 

(2) 中学校卒業者と同等以上の学力があると認められる者の取扱い 

学校教育法施行規則第９５条第５号の適用を受けようとする者が入学願書を提出したときは、

志願先高等学校において仮受付を行い、志願先高等学校長が中学校卒業者と同等以上の学力があ

ると認定した場合、正式に入学願書の受付を行い、入学者選抜の対象とする。 
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